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２００８．１０．１０ ななくくそそうう「「貧貧困困とと格格差差」」・・秋秋年年闘闘争争勝勝利利

１１００・３３１１全全県県労働働者決決起集会No.972
と き １０月３１日（金）午後６時３０分
ところ 名古屋市・若宮広場
すべての職場から要求もちより参加しよう

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

若者の低賃金と日雇い派遣など
「使い捨て」雇用の広がりで、違
法があたりまえのようにはびこる
職場。１０月５日、東京・明治公園
に「人間らしくはたらきたい」と
全国青年大集会実行委員会の呼び
かけで、４６００人の青年が全国から
集まりました。

会
場
を
う
め
つ
く
す
全
国
の
青
年
た
ち

集
会
で
は
、「
徳
島
の
日
亜

化
学
」
に
正
社
員
化
を
求
め
た

た
か
う
青
年
が
、「
労
働
者
派

遣
法
を
抜
本
改
正
し
、
労
働
者

を
保
護
す
る
真
の
派
遣
法
が
必

要
だ
。
力
の
続
く
限
り
、
が
ん

ば
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
全
労
連
大
黒
議
長

が
、「
近
く
予
想
さ
れ
る
総
選

挙
で
は
、
１
９
９
９
年
の
派
遣

法
自
由
化
に
賛
成
し
た
政
党
に

痛
打
を
与
え
よ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
湯

浅
事
務
局
長
は
、「
貧
困
は
自

己
責
任
で
は
な
い
。私
た
ち
は
、

会
社
に
労
働
基
準
法
を
守
ら
せ

る
、社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
、

憲
法
を
守
ら
せ
る
責
任
を
負
っ

て
い
る
」
と
強
調
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
首
都

圏
の
土
建
青
年
部
が
「
我
慢
も

努
力
も
限
界
だ
！
」、
首
都
圏

青
年
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
「
美
容
室

ア
ッ
シ
ュ
」
や
、
牛
丼
チ
ェ
ー

ン
「
す
き
家
」
で
、
残
業
代
の

支
払
い
を
求
め
て
た
た
か
う
訴

え
や
、
日
雇
い
派
遣
の
女
性
の

訴
え
に
熱
い
拍
手
が
お
く
ら
れ

ま
し
た
。
愛
知
か
ら
参
加
し
た

名
古
屋
市
職
労
の
原
田
直
己
さ

ん
は
「
い
ろ
ん
な
働
き
方
で

困
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
少
し

で
も
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば

り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。そ

の
後
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
、
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
を

し
ま
し
た
。

日
雇
い
派
遣
の
禁
止

労
働
者
派
遣
法
の

抜
本
改
正
を
！

全
国
青
年
大
集
会
実
行
委
員

会
が
独
自
で
調
査
し
た
「
日
雇

い
派
遣
調
査
」
に
は
、
１６
社
、

１
１
３
種
類
の
現
場
が
回
答
。

時
給
は
平
均
で
９
１
７
円
、
日

給
は
７
３
５
７
円
。
交
通
費
も

全
額
支
給
が
１
／
３
し
か
な

く
、
低
賃
金
に
拍
車
を
か
け
て

い
ま
す
。「
危
険
な
作
業
を
や

ら
さ
れ
た
」
７
件
、「
罵
倒
さ

れ
た
り
、
ど
な
ら
れ
た
」
１８
件

な
ど
、
人
間
を
も
の
扱
い
し
、

人
間
性
を
踏
み
に
じ
る
働
か
せ

方
が
目
立
っ
て
い
る
と
告
発
し

て
い
ま
す
。

上・各団体からのたたかいの報告
中・集会前の交流企画
下・パレードのようす

も
と

み

ん

な
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組組
合合
加加
入入
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
標標
語語

職職
場場
にに
政政
治治
のの
風風
をを

ふふ
かか
そそ
うう

秋
季
年
末
闘
争
方
針
で
は

は
じ
め
に
、
福
田
首
相
の
突

然
の
辞
意
表
明
が
、
自
公
政

権
の
い
き
づ
ま
り
を
あ
ら
た

め
て
露
呈
し
た
も
の
で
あ

り
、
国
民
生
活
を
無
視
し
た

党
利
党
略
そ
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
上
で
た
た
か
い
の

中
心
課
題
と
し
て
、
�
「
制

度
は
国
準
拠
、
水
準
は
地
場

準
拠
」
な
ど
の
攻
撃
を
は
ね

返
し
、
生
活
実
態
に
見
合
っ

た
賃
金
改
善
を
求
め
る
、
�

「
見
直
そ
う
、問
い
直
そ
う
、

住
民
の
安
全
・
安
心
」
の
運

動
を
す
べ
て
の
職
場
、単
組
、

補
助
機
関
で
と
り
く
む
、
�

社
会
保
障
の
改
悪
や
大
増
税

と
対
決
し
、「
住
民
生
活
の

防
波
堤
」
と
し
て
の
自
治
体

づ
く
り
を
す
す
め
る
、�「
新

テ
ロ
特
措
法
延
長
法
案
」
な

ど
許
さ
ず
、「
憲
法
を
仕
事

と
く
ら
し
に
生
か
す
政
治
の

実
現
を
」
職
場
・
地
域
で
広

げ
る
、
�
す
べ
て
の
職
場
で

学
習
と
討
議
を
す
す
め
、
要

求
を
練
り
上
げ
る
、
�
年
間

２
０
０
０
名
の
組
合
員
拡
大

を
目
標
に
、
秋
の
月
間
で
５

０
０
人
の
仲
間
を
増
や
す
、

の
６
つ
の
中
心
課
題
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

５５
００
００
００
人人
のの
非非
正正

規規
職職
員員
とと
のの
対対
話話
をを

具
体
的
な
と
り
く
み
と
し

て
は
、「
誰
で
も
５０
才
で
４０

万
円
の
賃
金
」
を
め
ざ
す
。

そ
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
年

齢
・
勤
続
年
数
に
お
け
る
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
１
０
０
を
追
求

す
る
。
賃
下
げ
な
し
で
勤
務

時
間
の
短
縮
で
、
１
時
間
の

休
憩
時
間
の
確
保
、
通
勤
手

当
の
増
額
な
ど
を
め
ざ
す
。

組
織
拡
大
で
は
、
非
正
規

労
働
者
の
処
遇
改
善
と
組
織

拡
大
に
全
力
を
あ
げ
る
。
特

に
人
勧
で
示
さ
れ
た
給
与
改

善
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
活

用
し
、
５
０
０
０
人
の
仲
間

と
の
対
話
を
と
り
く
む
な
ど

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
労労
連

現現

業

解
散
・
総
選
挙
が
必
至
の
中
、
住
民
と
自
治
体
労
働

者
の
生
活
を
守
る
政
治
の
実
現
と
、
秋
年
闘
争
の
前
進

に
む
け
、
１０
月
３
日
、
県
本
部
第
１
回
中
央
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
な
く
そ
う
貧
困
と
格

差
、
生
か
そ
う
憲
法
を
く
ら
し
と
仕
事
に
、
職
場
・
地

域
か
ら
要
求
と
政
治
を
語
り
、
運
動
を
広
げ
よ
う
と
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

全全
国国
統統
一一
行行
動動
��

加盟承認された名市病職労に組合旗が贈呈されました

��������������������
������������������������  ��

�
小
坂
井
町
職
労
・
伊
藤
義
浩
さ
ん

県県本本部部第第１１回回中中央央委委員員会会
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国
や
自
治
体
が
発
注
す
る
事

業
に
従
事
す
る
、
労
働
者
の
賃

金
・
労
働
条
件
を
保
障
さ
せ
よ

う
と
、
公
契
約
条
例
の
制
定
運

動
が
全
国
で
強
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
９
月
２８
日
、
愛
労
連
は
こ

の
運
動
の
前
進
を
め
ざ
し
た
学

習
会
を
愛
知
県
本
部
で
開
催

し
、
４５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

愛
労
連
の
羽
根
議
長
は
、「
公

契
約
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
い

自
治
体
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の

間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
自
治
体
が

入
札
制
度
の
改
善
を
検
討
し
始

め
て
い
る
。
自
治
体
が
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
を
作
り
出
さ
な
い
た

め
に
は
、
公
契
約
条
例
の
制
定

が
必
要
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
全
労
連
の
伊
藤
調

査
局
長
が
「
公
契
約
運
動
で
適

正
な
契
約
と
労
働
条
件
の
確
立

を
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。「
つ

く
ら
れ
た
財
政
難
に
よ
り
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
委
託
し
、

落
札
金
額
の
低
下
で
委
託
さ
れ

た
労
働
者
の
貧
困
が
拡
大
し
て

い
る
」
と
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
の
実
態
を
告
発
し
、
他
都

市
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
５
月
ま
で
に
３５
都
道

府
県
、
６
２
３
自
治
体
で
公
契

約
関
連
の
議
会
決
議
が
実
現
し

た
と
、
運
動
の
到
達
点
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場

か
ら
は
、
名
古
屋
市
環
境
事
業

局
に
お
け
る
「
ゴ
ミ
・
資
源
収

集
事
業
」
の
民
営
化
問
題
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

愛
労
連
か
ら
、
４
月
の
自
治

体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
公
契
約
に

関
す
る
自
治
体
の
考
え
を
紹
介

し
、
公
契
約
条
例
の
制
定
に
向

け
て
「
自
治
体
と
の
懇
談
を
進

め
る
」「
入
札
制
度
の
改
善
で

現
行
制
度
で
も
改
善
さ
せ
る
」

こ
と
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
せ

公
契
約
条
例
制
定
に
む
け
学
習
会

県民本位の県営空港に
第１２回小牧平和集会

「
基
地
被
害
を
な
く
せ
、
基

地
機
能
強
化
す
る
な
」
の
声
が

高
ま
る
中
、
９
月
２８
日
春
日
井

市
で
、「
第
１２
回
小
牧
平
和
県

民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
５
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
差
し

止
め
訴
訟
の
会
」
の
池
住
義
憲

代
表
は
「
今
年
４
月
に
名
古
屋

高
裁
の
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違

憲
と
の
判
決
が
だ
さ
れ
、
平
和

的
生
存
権
の
具
体
的
権
利
性
が

認
め
ら
れ
た
」
と
報
告
。
高
校

生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
参
加
者

か
ら
は
、「
自
衛
隊
員
が
、
ア

メ
リ
カ
の
手
助
け
を
し
て
多
く

の
イ
ラ
ク
人
を
傷
つ
け
て
い
る

と
思
う
と
胸
が
痛
く
な
る
。
こ

の
事
実
を
お
お
く
の
ひ
と
に
知

ら
せ
た
い
」と
発
言
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、集
会
宣
言
を
採
択
し
、

小
牧
基
地
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。 弱

い
も
の
い
じ
め
の
市
政
は
ノ
ー
�

もうすぐ
自治労連共済の還元金が

支払われます 会場からたくさんの要求が出された

来
年
４
月
の
名
古
屋
市
長
選

挙
を
前
に
９
月
２３
日
、
中
区
役

所
ホ
ー
ル
で
「
革
新
市
政
の

会
」
交
流
集
会
「
要
求
満
載
・

実
り
の
秋
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

４
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
職

場
か
ら
地
域
か
ら
、
２３
組
の
要

求
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
革
新
市
政
の
会
」
は
弱
い

者
い
じ
め
の
市
政
を
変
え
よ
う

と
、
�
福
祉
・
医
療
を
充
実
さ

せ
る
�
貧
困
を
な
く
す
�
地
球

に
優
し
い
環
境
を
つ
く
る
�
子

ど
も
に
明
る
い
未
来
を
つ
く
る

の
４
つ
の
転
換
を
訴
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
沿
っ
て
要
求
が
出

さ
れ
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
廃
止
し
て
」、「
保
育
や
福

祉
を
削
ら
な
い
で
」
な
ど
、
発

言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
帰
り
バ
ス
旅
行
・

パ
ン
ダ
と
中
華

犬
山
市
職
労

９
月
２３
日
犬
山
市
職
労
は

「
日
帰
り
バ
ス
旅
行
」
を
行

い
、
７９
人
で
神
戸
中
華
街
の

散
策
と
市
立
王
子
動
物
園
へ

行
き
ま
し
た
。
動
物
園
の
メ

イ
ン
は
パ
ン
ダ
で
、
入
園
し

て
す
ぐ
に
パ
ン
ダ
舎
へ
直

行
。
庭
に
出
て
サ
サ
を
食
べ

て
い
る
様
子
を
間
近
に
見
て

感
激
。
家
族
で
の
参
加
も
多

く
好
評
で
し
た
。

港
職
労
チ
ー
ム
が
優
勝
！

愛
労
連
青
年
協

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
２７
日
、
豊
明
市
・
勅

使
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、「
愛
労

連
青
年
協
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」が
行
わ
れ
、
７
チ
ー
ム
・

１
０
０
人
が
参
加
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
労
連
か
ら
は
名
水
労

（
２
チ
ー
ム
）・
港
職
労
・

中
水
労
が
参
加
し
、
み
ご
と

港
職
労
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

「
革
新
市
政
の
会
」要
求
交
流
集
会

メンタルヘルス研修会
日 時 １０月２４日（金）午後２時～
場 所 金山「労働会館」
講 演 「現在の精神疾患の現状と要因

職場でのメンタルヘルスへの対応と対策」
粥川 裕平（名古屋工業大学教授）

県本部青年部定期大会に…

元兵庫県南光町長 山田兼三さんがキター�
記念講演 「民主的自治体建設と自治体労働者

が造る未来（仮）」
日 時 １０月２５日（土）

１３：３０より（受付１３：００）
場 所 金山・労働会館東館ホール

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

犬
山
市
職
労（
９
月
１７
日
）

執
行
委
員
長

森
川

圭
二

副
執
行
委
員
長

林

達
也

〃

一
柳

佳
誉

〃

小
島

千
枝

〃

石
黒

貴
之

書

記

長

吉
田

高
弘

書
記
次
長

後
藤

泰
介

瀬
戸
市
職
労（
９
月
１８
日
）

執
行
委
員
長

下
山

泰
彦

副
執
行
委
員
長

梅
野

泉

〃

加
藤

徹

〃

近
藤

隆
儀

書

記

長

遠
藤

勇

書
記
次
長

上
四
元
直
樹

会

計

水
野

貴
洋

一
宮
市
労
組（
９
月
２２
日
）

執
行
委
員
長

平
山

勝
子

副
執
行
委
員
長

柳

進

〃

渡
辺

利
雄

書

記

長

森

清
隆

知
立
市
職
労（
９
月
２４
日
）

執
行
委
員
長

杉
浦

彰
治

副
執
行
委
員
長

吉
岡

正
憲

書

記

長

成
瀬

達
美

会

計

長
谷

隆
治

幸
田
町
職
労（
９
月
２４
日
）

執
行
委
員
長

山
本

茂
樹

副
執
行
委
員
長

薮
田

芳
秀

書

記

長

大
澤

正

会

計

伊
澤

正
美

新
城
市
職
労（
９
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

中
村
や
よ
い

副
執
行
委
員
長

中
野
み
さ
子

書

記

長

岡
田
み
つ
子

書
記
次
長

浅
尾

洋
平

武
豊
町
職
労（
９
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

森
田

正
樹

書

記

長

鬼
頭

研
次

会

計

荒
井

修

半
田
市
職（
９
月
３０
日
）

執
行
委
員
長

熊
谷

弘

副
執
行
委
員
長

村
田

尚
巳

〃

鈴
木

孝
雄

書
記
次
長

畑
中

邦
彦

自治体職場にはたらく職員の※
右
記
の
２
つ
の
企
画
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

組
合
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

基地機能の強化反対


